










要約:心身の障害等を有する乳幼児の栄養・食生活についての実態調査を実施する際に留

意すべき点について、栄養疫学領域におけるこれまでの研究成果を中心に、文献的考察を

行った。乳幼児における食事調査、エネルギー消費の測定ならびに身体計測による栄養評

価の方法については、まだ基礎的な検討が十分ではなく、わが国においても、より信頼性

の高い疫学調査を実施するための基盤として、基礎的なデータの集積が必要と考えられた。

また、doubly labeled water を用いてエネルギー消費を測定する方法は、心身の障害を

有する乳幼児に対しては、特に有用ではないかと考えられた。


